
　
そ
の
後
、母
方
の
岩
波
家
を
相
続
し
て
「
岩

波
其
残
」
を
名
乗
り
、清
水
町
（
現
在
の
清
水
）

に
居
を
構
え
ま
し
た
。
其
残
は
、
俳
諧
や
俳

画
を
は
じ
め
、
楽
焼
や
楽
器
、
茶
道
な
ど
に

も
秀
で
た
多
芸
多
才
な
文
化
人
で
し
た
。

　
其
残
の
功
績
や
生
涯
に
つ
い
て
は
、
湖
東

村
（
現
在
の
茅
野
市
湖
東
）
出
身
の
俳
人
で
、

郷
土
史
家
の
小
平
雪
人
が
大
正
11
年
（
１
９

２
２
年
）
に
「
信
陽
新
聞
」
で
連
載
し
た
「
其

残
翁
伝
」
が
伝
え
て
い
ま
す
。

　
文
化
12
年
（
１
８
１
５
年
）、
文
出
村
（
現

在
の
豊
田
文
出
）
の
山
田
家
に
生
ま
れ
た
其

残
（
本
名:

山
田
鉄
三
）
は
、
16
歳
の
時
に
、

当
時
諏
訪
俳
壇
の
筆
頭
で
あ
っ
た
高
島
藩
士

で
俳
人
の
久
保
島
若
人
に
師
事
し
、
俳
諧
を

学
び
ま
し
た
。

　
其
残
は
、
妻
・
美
智
（
号「
雨
篁
」）
と
共
に

長
い
年
月
を
か
け

て
全
国
を
巡
る
旅

を
し
ま
し
た
。
そ

の
時
に
残
し
た
複

数
の
写
生
画
帳
に

は
、
旅
先
で
見
た

光
景
や
旧
跡
、
名

跡
な
ど
の
数
々
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
か

ら
、
細
部
ま
で
緻

密
に
描
写
し
記
録

す
る
と
い
う
、
其

残
の
性
格
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。

　
二
人
は
旅
の
間
、
短
期
間
で
場
所
を
移
動

す
る
中
で
、
嘉
永
年
間
（
１
８
５
０
年
前
後
）

に
訪
れ
た
平
潟
湊
（
現
在
の
茨
城
県
北
茨
城

市
平
潟
町
）
に
は
、
最
も
長
い
約
9
か
月
間

滞
在
し
ま
し
た
。
平
潟
湊
で
は
、
廻
船
問
屋

（
港
に
出
入
り
す
る
船
の
世
話
役
）
の
一
つ

で
あ
っ
た
泉
屋
（
和
泉
屋
）
の
小
松
紋
兵
衛

が
二
人
の
生
活
を
世
話
し
ま
し
た
。

幕
末
明
治
の
諏
訪
俳
壇
の
巨
匠

其
残
の
全
国
を
巡
る
旅

其
残
の
伝
記
「
其
残
翁
伝
」

　
其
残
は
、
平
潟
湊
を
離
れ
る
際
に
楽
焼
の

大
皿
と
「
高
砂
」
の
掛
け
軸
を
制
作
し
て
、

小
松
紋
兵
衛
へ
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
大
皿
と

掛
け
軸
は
、
そ
の
後
小
松
家
で
長
年
大
切
に

さ
れ
、
令
和
7
年
（
２
０
２
５
年
）
に
其
残

が
諏
訪
出
身
と
い
う
縁
か
ら
市
博
物
館
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

い
わ
　
　
な
み
　
　
き
　
　
　
ざ
ん

は
い
　
　
か
い

ひ
ら

か
ね

み
つ

く
　

ぼ
　
じ
ま
じ
ゃ
く
じ
ん

こ
　だ
い
ら
せ
つ
　
じ
ん

み
　

ち

ひ
ら
　
か
た
み
な
と

か
い

せ
ん
　
ど
ん
　
や

う
　
こ
う

し
ん

よ
う

岩
波
其
残
の
肖
像
写
真（
ガ
ラ
ス
原
板
）

（
市
博
物
館
蔵
）

▲両角守一資料（市博物館蔵）にあるスクラップ帳より抜粋

▲楽焼の大皿「七福神」
（市博物館蔵）

▲楽焼の大皿「二葉葵」
（市博物館蔵）

▲旅の写生画帳「回国名所真景図」（市博物館蔵）

き
　
ざ
ん
お
う
で
ん

は
い
だ
ん

「
高
砂
」の
掛
け
軸（
部
分
）（
市
博
物
館
蔵
）

岩
波
其
残
―
俳
諧
と
技
で
拓
い
た
創
造
の
道
―

市
博
物
館
特
別
展

市
博
物
館
☎
５
２ｰ

７
０
８
０

しゅいち

問

広報すわ 2026. 11広報すわ 2026. 11 4



　
こ
の
句
碑
は
、
芭
蕉
の
句
が
書
か
れ
た
原

寸
大
図
が
、
横
幅
約
2
メ
ー
ト
ル
の
掛
け
軸

と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
書
い
た
の
は
渡
辺

国
武
か
ら
紹
介
さ
れ
た
敬
神
家
で
、
尊
王
攘

夷
派
の
公
卿
で
あ
る
三
条
西
季
知
で
し
た
。

　
其
残
に
は
、
俳
人
を
は
じ
め
と
し
た
広
い

交
友
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
13
年
（
１

８
８
０
年
）、
其
残
は
賛
同
す
る
俳
友
仲
間

１
６
５
人
を
集
め
て
、
高
島
公
園
（
高
島
城

本
丸
跡
）
の
南
側
に
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
を
建

立
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、其
残
の「
多
年
の
宿
志
」

で
あ
っ
た
と
、
小
平
雪
人
は
「
其
残
翁
伝
」
の

中
で
述
べ
て
お
り
、
其
残
の
生
涯
に
お
け
る

最
も
大
き
な
功
績
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
6
年
後
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
高
島
城

は
本
丸
の
石
垣
を
残
し
て
全
て
の
建
物
が
取

り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
其
残
の
撮
影
し
た
こ
の

写
真
は
、
破
却
前
の
高
島
城
を
写
し
た
極
め

て
貴
重
な
一
枚
で
す
。

芭
蕉
の
句
碑
建
立

諏
訪
を
写
し
た
最
古
の
写
真

　
其
残
は
、
全
国
を
巡
る
旅
の
中
で
訪
れ
た

九
州
で
、
当
時
最
先
端
で
あ
っ
た
写
真
の
技

術
を
習
得
し
て
諏
訪
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

　
明
治
2
年
（
１
８
６
９
年
）、
其
残
は
自
宅

の
あ
る
清
水
町
の
草
庵
付
近
か
ら
、
高
島
城

の
天
守
や
藩
校
長
善
館
、
三
之
丸
屋
敷
の
一

帯
を
撮
影
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
諏
訪
で
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
写
真

で
あ
り
、
其
残
は
諏
訪
に
最
初
に
写
真
技
術

を
持
ち
込
ん
だ
人
物
で
し
た
。

高
島
城
一
帯
を
写
し
た
ガ
ラ
ス
原
板

（
市
博
物
館
蔵
）

た
　
ね
ん

し
ゅ
く

し

ち
ょ
う
ぜ
ん

か
ん

く
に

た
け

く
　ぎ
ょ
う

け
い

し
ん
　
か

さ
ん
じ
ょ
う
に
し
　す
え
　
と
も

わ
た
な
べ

▲高島公園の芭蕉句碑 ▲芭蕉句碑の原寸大図の掛け軸
（部分）（市博物館蔵）

◇岩波其残―俳諧と技で拓いた創造の道―
　現在、市博物館では特別展「岩波其残―俳諧と技で拓いた創造の道―」を開

催しています。岩波其残は、幕末から明治期における諏訪俳壇を牽引した人物

であり、俳画や楽焼、写真など、さまざまな分野に秀でた文化人です。市博物

館に所蔵された岩波其残関連資料のうち、近年の寄贈品を中心に公開しながら、

其残の芸術に満ちた生涯を紹介しています。

【期間】（開催中）～12月 20 日（日）

【休館日】月曜日（月曜が祝日の場合は開館）、祝日の翌日

【時間】午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30 分まで）

◇俳諧（俳句）作品の鑑賞会
　展示している俳諧（俳句）作品について、講師から鑑賞のポイントや言葉の

使い方など、解説を聞きながら参加者と共に作品を鑑賞します。

【日時】11月 22 日（日）　午後 1時 30 分～2時

【講師】「沖」南信濃支部　矢﨑すみ子氏（諏訪俳壇・諏訪市俳句連盟推薦）

◇学芸員による展示解説
【日時】12月 6日（日）　午後 1時 30 分～2時

●共通事項

【会場】市博物館企画展示室（1階）

【入館料】◯一般…大人310円、小・中学生150円　◯団体（20人以上）…大人200円、

小・中学生 100 円　※諏訪地域在住・在学の小・中学生は無料です。ミュージアム

パスポートの提示で、保護者 2人まで団体割引があります。

【申し込み】不要

関連イベント

けん いん

※

※宿志：前々から志していること。

市博物館ホームページ
はこちら
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